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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月30日(2011.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶手段と、
　画像データを、前記画像の第１の方向にライン単位で入力して前記記憶手段に書き込む
入力手段と、
　前記入力手段により入力された画像データを、当該画像の前記第１の方向と直交する第
２の方向にライン単位で前記記憶手段から読み出し、補正処理を実行して、当該画像の前
記第２の方向にライン単位で前記記憶手段に書き込む補正手段と、
　前記補正手段により補正された画像データを、当該画像の前記第１の方向にライン単位
で前記記憶手段から読み出して出力する出力手段とを有することを特徴とする画像処理装
置。
【請求項２】
　前記入力手段により入力された画像データの各画素について、前記第１の方向の座標と
前記第２の方向の座標とが相互に変換されるようアドレスを変換する第１の変換手段と、
　前記補正手段により補正された画像データの各画素について、前記第１の方向の座標と
前記第２の方向の座標とが相互に変換されるようアドレスを変換する第２の変換手段とを
更に有することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
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　前記補正手段は、前記画像の前記第２の方向のラインごとに異なる補正情報に基づいて
、前記補正処理を実行することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記補正情報は、前記画像の前記第２の方向の各ラインの書込開始アドレスであり、
　前記補正手段は、前記記憶手段から読み出した画像データを、前記書込開始アドレスか
ら当該画像の前記第２の方向にライン単位で前記記憶手段に書き込むことにより、前記補
正処理を実行することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記補正手段は、前記書込開始アドレスまでのアドレスに白画素を示す画像データを書
き込むことを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　画像を読み取る読取手段を有し、
　前記入力手段は、前記読取手段により読み取られた画像の画像データを入力することを
特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　画像データを外部装置から受信する受信手段を有し、
　前記入力手段は、前記受信手段により受信された画像データを入力することを特徴とす
る請求項１乃至５の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記出力手段により前記記憶手段からライン単位で読み出された画像データに応じた照
射光を感光体上に照射する露光手段と、
　前記露光手段による照射光の照射により前記感光体上に形成された静電潜像を現像剤で
現像する現像手段と、
前記現像手段により現像された現像剤像を用紙上に転写する転写手段とを有することを特
徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記転写手段により転写された現像剤像を用紙上に定着する定着手段を有することを特
徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
前記補正処理は、前記露光手段が感光体上に照射する照射光の走査線の歪みを補正するた
めの処理であることを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記第１の方向は、前記露光手段が照射する照射光の主走査方向に対応し、
　前記第２の方向は、前記露光手段が照射する照射光の副走査方向に対応することを特徴
とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　記憶手段を有する画像処理装置の制御方法であって、
　画像データを、前記画像の第１の方向にライン単位で入力して前記記憶手段に書き込む
入力工程と、
　前記入力工程により入力された画像データを、当該画像の前記第１の方向と直交する第
２の方向にライン単位で前記記憶手段から読み出し、補正処理を実行して、当該画像の前
記第２の方向にライン単位で前記記憶手段に書き込む補正工程と、
　前記補正工程により補正された画像データを、当該画像の前記第１の方向にライン単位
で前記記憶手段から読み出して出力する出力工程とを有することを特徴とする制御方法。
【請求項１３】
　記憶手段を有する画像処理装置に、
　画像データを、前記画像の第１の方向にライン単位で入力して前記記憶手段に書き込む
入力工程と、
　前記入力工程により入力された画像データを、当該画像の前記第１の方向と直交する第
２の方向にライン単位で前記記憶手段から読み出し、補正処理を実行して、当該画像の前
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記第２の方向にライン単位で前記記憶手段に書き込む補正工程と、
　前記補正工程により補正された画像データを、当該画像の前記第１の方向にライン単位
で前記記憶手段から読み出して出力する出力工程とを実行させるためのプログラム。


	header
	written-amendment

